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新しい英語教師の基礎知識

草野清子

１ 

現在日本の大学・短大で行われている必修英語のクラスの目的・方向として

は主に２つあげられると思う。１つは文法・語葉を習い，教養として英語とい

う言語を勉強する。主に訳読を通して英語の文化・英語を話す人為の考え方を

習んでいく方法。そして他の１つは英語をコミュニケーションの道具として，

自分が伝えたいことを相手に伝え，また相手が伝えたいことを理解するという

目的を持ち，これを４技能（リーディング・リスニング・スピーキング・ライ

ティング）を使用しながら英語を習得していく方法。

私は法政で後者の方法を用いているｏ私の教え方を学生が「今までと全く違

った」という表現を使い話す度に私のやり方はまだ少数派なのかと思ってい

る。しかし今英語教育は「理解する学習｣，「言語習得は習慣形成の賜物であ

る」とする考え方から「自ら運用できる英語の学習｣，つまり学習者の自己表

現能力を育てる教育へと少しずつ変りつつあるのはまちがいのないことであ

り，在学生そして卒業生達の意見をきくと，企業も学生達も「使うもの」「道

具」としての英語教育を望んでいるようである。そして私の回りにも教授法を

替えた，又は替えたいと考えている先生方がたくさんいる。このペーパーは私

が今までやってきたコミュニカテイブ・アプローチの断片であり，今までの英

語教育を少し違った目で見つめ，訳読だけが英語教育ではないと認めて下され

ば幸いである。

２ 

まず上記に述べた。ミュニカティブ・アプローチであるが，この名の教授法

が１つあるのではない。外国語教授法は教師の数だけあるといわれる様に，対
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象となる学習者の年齢，能力，学習目的，クラス・サイズ等によりいろいろな

技法，方法がある。また同じ１人の教師でも，クラスにより，時により，創造

的に活用すべきであるｏ、

今アメリカでは外国語教育は「折衷教授法」の時代と言われ，ただ１つの教

授法だけで教えるピュアリストはいないようである。ナチュラル・アプローチ

でも学習者の母国語を使用した方が事が速く運行すると思われる時には短時間

だけ母国語を使用する。今までの教授法と異なるのは，訳も有効だと思われた

時は使用するが，なるべくほとんどの授業内のアクティピティーが学習者の英

語の運用能力に結びつい工行くような指導をすることである。

この「運用能力」というものは「知識」とは異なるもので，日本における伝

統的な英語クラス内で受ける文法，語蕊，訳などのテストで良い点数を得る学

生達にひとつ英語で質問をして承るとよくわかる。関係代名詞のようなむずか

しいことが理解出来る学生が，“Howdidyoucometoschool?”に答えられ

ないのである。コミュニケーションの道具としての英語は習っていないのであ

る。もちろん訳読の教授法では，その読承物の著者の考えをうまくつか糸とる

ことが出来るか，そしてまたつかんだ内容を他の人にどのようにして説明する

かということではコミュニケーションを目的とした教授法だと一応言える。し

かしコミュニカテイブ・アプローチの考え方では，「意味は，ただ意味論的に

言語形態の中に込められていると承るのではなく，発話行為の遂行の中で言語

が持っている可能性を現実に合わせて見いだすという語用論的な考え．方にあ

り，言語の形態に本来的に備わっている意義と，コンテクストという外的な要

素のかかわり合いから生まれてくるものである｣')という。

つまりある言語を知っているといえるためには，その言語の文をきき，理解

して，話せて，読めて，書けるだけではないということで，その知識をどのよ

うに使えばよいかも知っていなければいけないのである。発話の前後の文脈，

発話が行なわれた時の状況，場面，人間関係，そしてそれをとりまく社会的，

文化的背景（これらをいっしょにしてコンテクストという）を知り，そのコン

テクストの中に入れてもおかしくたいようにその言語を使えるかどうかが本当

の意味でその言語が使えるということなのだ。

今までの日本の英語の授業では往往にして，‘`Ｉｈａｖｅａｂｏｏｋ.'，とか“Ｔｈｉｓ

ｉｓａｐｅｎ.'，などの文を覚えさせたり，また英文和訳や和文英訳に必要だからと

1）Widdowson，ｎＧ．（1991)，ｐ,ｉｖ． 
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言ってむずかしい文章などを暗記させる。ほとんどの文章が前後関係，場面な

どおかまいなしに独立して登場しているのである。実際コミュニケーションに

こういう文章が出るかというと答はほとんどＮＣである。これらの文章は言語

規則の用い方を示しているだけで，意味のある伝達をなしてない。むりやりに

コンテクストを作ろうとすれば，‘Whatisthis?，'“Thisisapen1”とでもな

るか。ところが学生達はもうペンがなんなのか知っているわけで，わざわざに

せの質疑応答を作るのは不自然である。“Ｉｈａｖｅａｂｏｏｋ.',とネイティブ．スピ

ーカーに言ったとすれば，“Ｏｈ，that'ｓｇｏｏｄｆｏｒｙｏｕ１”と皮肉られるか，“So

what?，,とこれで会話がきれることであろう。実際の会話ではこうして知識だ

けを示すことはあまりたいのだ。私達はもっと「言語組識についての抽象的な

知識を示すだけでなく，同時に，その知識を言葉にして，意味のあるコミュニ

ケーションに役立たせる｣z)べきなのである。

これは言い方をかえれば，「外国語の伝達能力を習得するには，伝達場面で

その言語を使わねばならない」のである。「文法の意識的理解が，伝達能力獲

得の当然の前提と思い込んだのは誤りであった｣a）とクラシェンも言ってい

る。もちろん意識的な文法学習が効果がないと言っているのではなく，「規則

を知ること」はクラシェソが言うモニターとして役に立つ。自己の発話の際変

更や訂正をするためのチェックとして使える。ただ言語の習得は目標言語で話

される内容を理解するときの糸起こりえることが，第２言語研究により判明し

ている⑪。そしてそれは，どのように言われるか（文法は正しいか？）ではな

く，何が言われているかに注目する時に習得が起こると言う。つまり本当の意

味でのコミュニケーションの時，既成の事実ではなく，お互いに伝達したいこ

とを伝達しあい理解しあう時に学習者の習得が可能だと言う。

これをクラシェソは「言語教育の大いなる逆説」として，言語の指導効果が

最もあがるのは，伝達のために言語が使われている時であって，意識的に学習

させようとして，理路整然と教えられる時ではないと言っている`)。

とすると，オーラル・アプローチも言語運用力を習得させるためには役に立

たないのが分かる。パタン・プラクティスも文法の知識習得の練習にはなると

WiddowsomH．Ｇ、1991,ｐ、４．

Krashen，StephenandTracyD･Terrell（1989)，ｐ、１５．

－，ｐ、２０．

－，ｐ、６７．

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
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思うが実際の外国語の運用とは関係はなくなってくる。パタン・プラクティス

で学習した人は自分の言いたい表現を思い出すまで様戈なパタンを思い浮かぺ

てひとつずつあたって糸ないといけないし，またパタンに合った状況が人生に

おいて１回も現われないかもしれない。状況は星の数ほどあるわけで，すべて

に合った表現を習うなど考えられない。ウィドウスンも文法などの言語用法に

焦点をあわせることによって，実際に言語が機能する過程とは相反している学

習方法へ学生達をおいやっているといっているo)。

ここまで来るともう「英語の授業は英語で行なう」ということは必要という

より常識である。この場合の英語で行なうというのは，決まり文句，“Please

openyourtextbooks.”とか“Readthepassage.”等の俗にいう教室英語で

はない。普通の授業を文字通り英語を使って行うのである。つまり「暑いから

窓を開けてちょうだい｡」から，テキストの説明，提示，質問そして答あわせ

も英語で行うのである。もちろん遅れて来た学生も英語であやまり，理由をの

べ，教師は自分の判断を学生に英語で伝えなければいけない。

法政の多摩キャンパス（経済学部２年生，社会学部３年生）で1991年７月に

私が行ったアンケートの質問「英語の授業を英語を用いて行うことは良いか

？」に対しての答えは下記のとおりである。123名中105人（86％）がイエスと

なっており，私が教えている他の学校（白梅学園短大の１．２年生）の学生を

も含めると，241名中206人がイエス（86％）となった。良いという理由として

下記のものがめだった。「英語に慣れる」「聞く力がつく」「英語を聞き実際

にロに出して言うことは上達につながる」「英語に接する機会がうれしい」

「英語の授業を英語で行うのはもちろんだ」「意味を聞きとろうと集中する」

「自然な言いまわしがきける」「英語が身近に感じられる」「英語の授業をや

っているという感じがいい」「おもしろい」「今までになかったのであきな

い」（上記すべて法政の学生のコメント）等。非常に前向きの態度が現われて

いて嬉しい。

次に「学校の必修英語でやって欲しい４技能は何か？」の質問の結果では，

法政でトップに入る技能はリスニングで（246コの答えの中109）４４％，スピー

キングが（92）３７％である。次にリーディングが（34）１４％，ライティングが

（11）４％である。白梅短大の学生も含めた場合は，リスニングが41％，メピ

ーキングが37％，リーディングが16％，ライティングが５％であった。リスニ

6）Widdowson，Ｈ、Ｇ,（1991)，ｐ２２．
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ソグかスピーキングがトップ２に入るのは法政の結果は86％，白梅短大も含め

た場合は79％であった。

次に「訳読の授業形式は好きか？」に対して溶えは，法政では121名中87人

（72％）がノーと言っている。白梅短大を含めた時は244名中180人（74％）が

ノーと言っている。

この結果を考える際に誤解を受けないために，ひとつふたつの点を考えなく

てはいけない。１つはこの結果だけで学生達にもっとリスニングとスピーキソ

グを教えなくてばとは言えないこと。私が学生にきいたのは，選択課目ではな

く，必修の英語である。学生にとって英語はただ単位を取っておわる課目の１

つかも知れない。そしたら学生にとっては，もうあきあきしている訳読より，

何か違う今までやったことのないものをと思うかもしれない。まして今日本で

は「コミュニケーションの道具としての英語」というとすぐに「英会話」を思

い浮かべると思う。そしてそれはすぐにリスニングとスピーキソグにむすびつ

いて思いおこされる。またイメージとしても，「英会話なんて単語を並べれば

どうにか通じるよ」とか「アメリカに行きやすぐしゃべれるようになるのさ」

等の軽いふんいきで包まれている様である。主してや'三１本では英語をしゃべれ

るということはある種のあこがれの目で見られるのだから。

しかしコミュニケーションというのは「会話」だけであろうか？岐近まで

リーディングは全く受身の技能だと思われていたが，少しずつ新しいことがわ

かってきたのである。リーディングとは「分析的に識別する言語知識を越え

て，名文の相互関係，因果関係を把握し，それをE1分の持つ知識全体の中に包

糸こんで構造づけたうえで，新たな意味づけをしなければならない」のであ

り，「自分の経験に裏うちされた知識構造に基づいて，意味を予測し，かつ，

まだ特定化されない空白部分を推論で補充しながら，まとまりのある意味内容

を自ら構築するのである｣？）という。では読むということは，自分の持ってい

る英語の知識どころか，世界史から生物から論理までありとあらゆることに関

する知識（これはもちろんなにを読んでいるかによるが）を総動員して，苫

かれているアイディアを一つ一つ自分の知識と照らし合わせて，そして同時に

次に何が出てくるかと予測し，そして読承，自分の予測と合っていたかチェッ

クし……というふうに受身どころか，能動の作業であるとわかってきたのであ

7）天満美智子（1989)，「わかるリーディング指導のストラテジー」『英語教育』大

修館，３８巻，４号，７月号，ｐ・ａ
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る。これは読む人と著者とのコミュニケーションの他何聯でもない。羽蝿もこ

う言っている。「コミュニケーションというとオーラルな面だけだと思い込ん

でいる人がある。しかしコミュニケーションは読む時にも書く時にも行われる

のだということを再認識しておく必要がある｡８１」

教養をやしなう目的の英語と対立してもっと実用的な英語をという声がきか

れて久しい。しかしどうも実用的な英語イコール英会話という式がまかりとお

っていて，英会話は翻訳や文法の学習と比べてうわくだけの簡単な学習作業だ

と一般に思われているふしがある。しかし「コミュニケーションは考えを共有

することで，聞くこと話すことだけではなく，読むこと書くことにも行われて

いることで，コミュニケーション重視ということはけっして軽薄な英語教育を

推し進めようとしているのではないことをはっきりさせておくことにしたい｡」

と羽鳥は言っている。

学生へのアンケートの結果だけから安易に学生達はコミュニケーションとし

ての英語を欲っしているとはいえないが，ただ彼らは経験からして今までのや

り方の読みで自分の英語……この場合は英語の運用能力であるが……が良くな

らなかったことを知っているのである。つまり今までの，リーディング・イコ

ール・訳読という教授法，そしてライティング・イコール・和文英訳というパ

ターンを考え直して欲しいと思っているのではないか。

本当の意味の言語運用能力が習得されるのは意味のある，コンテクストに合

一つた発話がなされ,また理解される時である。つまり本当のコミュニケーショ

ンがその目標言語で行われた時だという。そしてそのコミュニケーション・モ

ードはリスニングとスピーキングだけにとどまっていない。筑波大の新里真男

が言うように，「英語の授業そのものがコミュニケーション活動の場となるべ

きであり，リーディング指導は，コミュニケーションの話題をwrittentext

から得るものである，ということである｡｣このように考えると，おのずからど

のような方向にリーディング指導をもっていけばよいかがわかってくる。

３ 

今まで私が法政で教えてきたリーディングとリスニングのクラスでは，まず

第１回の授業時間にオリエンテーションをやる。妓初に今日，きのう，または

8）羽鳥博愛（1990)，「新指導要領とコミユニケーシ嵐ソ」『英語教育』３９巻，２号，
５月号，ｐｐ８－１０．
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この１週間の内にロ本譜で読んだものの名前をあげさせる。新聞，雑誌，本，

晒車の内の広告等がある。この時リスニングならなにを聞いたかとたずねる。

答としてはテレビのニュース，ラジオのＤＪの話，友人との電話等があがる。

だいたいの名があがった時に，あなたは読んだものを理解しましたかときく

と，ハイという。次に読んだ記事とか，○○の脅いた○○という小説と，具体

的に名をあげて，それを読んだ時に，漢字や語葉全部読めて理解したのかとき

く。すると数秒後にイイエという答が返ってくる。「じゃどうして理解したの

？すべての漢字を知らなかったと言ったのにね？」ときく。そこでみんなが

静かになった所で，「ゑんな推測したのよれ。わかんないコトバは糸んな飛ば

して，前後関係からこれはたぶんこんな意味なんだろうとおもいながらどんど

ん読んでいったんじゃない？どうしてこんなことが出来るんだろうね？そ

れはゑんなが日本人で，ロ本譜は出来る，読めるという自信があるからなの。

ところがこれが英語になると，ゑんなもう単語が１つわからないとつまづいち

ゃう。もうわからないようっていうことになるわけ。おかしいと思いません？

アメリカ人でも英語の新聞読んでてわかんない単語が出てきたら飛ばして読ん

でるわけ。私達もわかんないコトパが出てきたら飛ばしていいわけ｡」と，説

明する。そこで３～４セソテソスで出来ているパッセージを黒板に書く。その

時単語を１コか２コブランクにする。そこだけ空らんにして何も書かないので

ある。そして前後関係からその空らんに入る可能性のある単語を糸んなで考え

る。そしてそこまで英語で説明したところで，「さて，ゑんなは今私が話した

英語の内容わかりましたね？私が今話した単語全部ききとれて，１語１語覚

えているかしら？」ときくところまでいく時はゑんな納得の顔をしている。

リスニングの論理も同じである。「さあ，今私の説明わかりましたね？」と

きくと，ゑんなうなづくので，すかさず，「じゃ今私が言った事をリピートし

て下さい。理解出来たんでしよ？」という。そこでみんなは困った顔をする。

「そうです。私の言った了ｌｉ１語１語リピート出来ないはずです。でもみんな理

解が出来たのです。それがリスニングなのです。あなた方は私の話の内容を理

解したのです。私の英語の文の形を理解したのではないのです。友達と会う約

束を電話でした時，覚えている事l3JL＝，どこで会うかですね。天気予報をき

く時も，自分が住んでいる所のだけをきいて，他の地域のはきいていませんよ

ね。それと同じことをリスニングでやって欲しいのです｡」としめくくる。

実際のリーディングの授業の時は，不安な人以外は予習は不必要で辞謝屯不
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必要だと言ってあるので，いきなり初めてリーディング・パヅセージlこ出会

う。まずテキストにのっている絵や写其，そしてタイトルから何のことを書い

てあるパッセージかを考える。つまりトピックである。うまくいくと，タイト

ルから著者のトピックに対する意見や態度までわかる時もある。イントロダク

トリー・パラグラフがある時は，次にそれを読承，もっと具体的になにについ

て，どんな意見，あるいは説明が書かれているかという可能性を考える。ここ

まで終ってやっと本当にパッセージを読む。黙読である。学年の始めは（３年

生の上級クラス）１分間約100語のスピード，終り頃は130語前後のスピードで

時間制限を与えて読ませる。各|』読承が終ったらすぐ教科書にある，内容の主

な点についてのＴ／Ｆ質問（内容にそっているかいないか）をさせる。そして

もう１回黙読。すぐにＴ／Ｆ質ｌｌＩｌを各自見なおす。次にＴ／Ｆ質問の答あわせ

と説明。そして次にパッセージ全体を見ての主題と，著者の意見，その理由な

どを大ざっぱにつかむ。例えば，著者の意見はどのパラグラフに見つかった

か？それは具体的に何か？著者の意見を支える理由・事実はいくつ述べら

れているか？そしてそれらは具体的に何か？これらが終ってから，パラグ

ラフを最初から１つずつとりあげ，パラグラフの主旨は何か，全体に対しての

そのパラグラフの重要さはというような点を質問してゑんなで考える。そして

最後に私が必要と思われる表現や語奨の説明を行う。

常に大から小へ，パッセージ全体からパーツ，そしてパラグラフ，そしてセ

ンテンス，そしてフレーズ，そして単語へと説明が，理解が移動して行く。学

生達もだいたいの内容が分かってから小さい説明に入った方が，次に何が書い

てあるのか全くわからないという時より不安が少しは減ると思う。もちろん読

糸物の内容と英語のレベルにもよるが，上記のやり方で法政でほとんど英語を

使用して授業が出来る。学生遠の意見も好意的なのが多い。「ほんとに英語を

勉強しているって気がする｡」「１橘１満沢していた時よりもおもしろい｡」等

等。時には「日本語に訳して確かめないと，本当に正しく理解したのかわから

ないので不安だ｡」という意見もある。

リスニングの教材は近頃よいものが出てきて，だらだらと聞くのではなく，

タスク（作業：学生がワーク・ブックをもっていて，テープを聞き，リストを

作成したり，Ｔ／Ｆ質問に答えたり，絵をかき入れたりする）傾向になってい

る。聞きとりがより易く出きるようにヒントになる絵も豊富に入れてあり，ま

た１課ごと始めに，むずかしい語菜や，ぜひ習得必要な表現などが示されてい
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ろ。そして重要なことであるが，本物の英語，これはauthenticという意味

で，必ずしもネイティブ・スピーカーという意味ではなく，自然な，つまり途

中で言い直したり，つまったりするような表現が入っている，日常に英語を使

っている人の自然なコンテクスト内でのナレーションや会話が入っている教材

でなければいけない。

もちろんスピードも自然である。自然なスピードは速すぎて難しすぎると言

う学生はいつもいるが，「それ－ではわた一くしたちもいま－からひと一つの

おと－をはっきりばつおんして－にぼんごを－はな－したほうがききと－リや

す－いでしょうかね？」と，私が日本語でひとつひとつの音をゆっくり発音し

ながら話すと，大部分の学生はそこで納得する。

一つの考えを一まとめにして速く言ったり，ＡはこうだけどＢはこうだとス

トレスがかわるところがあったり，また，内容にとって遁要でないコトバが弱

く発音されたり，質問の時（疑問文でなくていにセンテンスの終りが上りぎ

ゑになること等は，コミュニケーションの相手によりよく理解してもらいたい

からそうしているのであって，ひとつひとつの単語を懸命に聞くよりも，そう

いったヒントをせっかく与えられているのだから，それらを有効に利用すべき

である。また，自然なスピードの自然な発話をlli1きたくたいとすると，いった

い何を聞く訓練をしているのだろう？

もうひとつ自然な発話が教材として良い理由に余剰性（redundancy）があ

る。自然な英語の発話には約50％の余剰性があるという@)。例えば，疑問文の

型がききとれなくても，文の終りのピッチが上がった時にこれは質問だったの

だと分かるようなことである。ということは，1つの情報を聞きのがしてもま

た聞くチャンスが，ヒントが与えられるのだ。不自然な英語で作られた教材は

（テープでも読象物でも）あまりにも理路整然としすぎ，Ａのアイディアの次

にすぐＢのアイデ汀アそしてＣと，余剰性に乏しく，新しく異なった`情報が次

から次へともり込んであり，教材という名とはうらはらに，かえって非常に理

解しにくいものになっていることがある。

リスニング・タスクをやる前には，必ずキチンとしたオリエンテーションを

やる。今日のタスクでは何を習うのか？どんな表現が，難しい語梨がある

か，またそれらはどういうふうに発音されてどういうふうに聞こえるのか？

初歩のリスニングなら，今から聞く会話の話者はだれで，どんな状況で，なん

9）Rivers，ＷｉｌｇａＭ．（1987)，ｐ、１５５．

Hosei University Repository



158 

の情報をここから私達が得なければいけないのかをまず説明しておく必要があ

る。こういうふうなタスク・リスニングも英語を使用して指導することが出来

る。

この場ではリーディングとリスニングだけを取りあげてゑたが，他の２技能

も考え方，行きつく所は同じなのである。しかし４技能と４つにハッキリ分か

れた言語のパーツがあるわけではない。現に私のリーディングのクラスでは同

時にリスニングとスピーキソグの技能もかなり使用されている。

もし＝ミュニカティプ・アプローチを試して承ようと思われるなら，まず訳

読をやめてもらいたい。文法を教えるなと言っているのではない。ナチュラル

・アプローチでは，文法は帰納的に学ばれるべきだと言うが，現在日本で行わ

れている英語の授業数を考えて承れば，文法を帰納的に学ぶことが出来るほど

の量のインプットを学生達は受けていない。訳の悪い点は，英語の１字１句に

こだわってしまう。また辞書などを使うと，１字１語の訳が出ていて，例えば

極端な例であるが，１oveは「愛する」と出ていると，“Iloveicecream.',な

どという英文を平気で「私はアイスクリームを愛す｡」とし，「私ね，アイス

クリームって大好きなのよ｡」とか，「本当にアイスクリームっておいしい

わ｡｣とか，コンテクストを考えて訳した時と比べて，とても変な不自然な日本

語になってしまう。

日本語と英語の間において，名詞でさえも一対一の訳などはありえないので

ある。例えばwaterは日本語でゑんな「水」だと思っているが,はたしてそ

うなのか？おふろの暖かいのも実はwaterなのであり，コーヒーをいれる

時の熱いの､waterなのである。私事で恐縮だが，私のアメリカ人の配偶者が

私におふろがわいたか調べてくれとたのんだことがあった。まだ冷たかったの

でとっさに私が（その時日本語で考えていたのであろう)，“1t'sstillwater.，，

と言ったら，“Ofcourse1'，という返事が返ってきて二人共大笑いしたのだっ

た。

また訳さないと英語が本当にわかったのか不安だという悪い癖もつく。（前

記の学生のコメント）時間が倍かかるし，これでは逆に本当に英語がわかった

と言えない。そしてもし分かったとしても，それを教師が決めた，あるいは参

考書が決めた定訳か型にはまった訳をしていないとだめとなると，学生はまた

ひたすらに日本語の勉強をしなくてはいけない。また内容が難しいものだと訳

するのに１時間半ページとかしか進まないので，そのスピードではたいくつし
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てしまい興味のある読糸物でもおもしろくなくなってしまう。訳することでま

すます学生達が英語をむずかしいと思い，きらいになっていくと思われる'０１．

訳読はしないが，英語を使って読象をやろうと思われるなら今度は教材のこ

とを考えて欲しい。まず内容である。学生達が興味を持ち，好奇心をかきたて

られる物を選ぶべきである。前に述べたように読承ということは，自分が持っ

ている知識をフルに生かし，読んでいる内容と自分の知識を照らしあわせなが

ら，そして内容を予測しながら読むわけである。興味がない内容だと自分のそ

のトピックに関する知識も少ないので，それだけでもうむずかしくなる。

次に読承物の難易度である。羽鳥と松畑は未知語は20語に１語ぐらいの割合

であらわれるのであったら，その意味を文脈から推測できるとしている'１)。推

測できると，辞書はひかないので，すいすいと自分のペースで思考パタンを中

断されずに読める。しかし実際の教科書では，未知語の出現率は20語に１語よ

りもっと多い場合がよくある。こうなると前後関係から未知語の意味はわから

ないのでひとつひとつ辞書でひくことになる。辞書の訳は－対一の訳であり，

コンテクストを考えに入れてないので，結果として，一語一語の意味は分かっ

たが全部訳をつないで承ると意味をなさないということになる。もし偶然にも

一語一語の正しい訳を醤き出したとしても，それは暗号解読とあまりかわらな

いのではないか？そして暗号解読には特別のまたちがった技術が必要なの

だ。

次に，学生達が読み物の内容の理解をおえる前に，個人別でもクラス一斉に

でも音読させることは良くない。音読するためには，どこで息をつくか，どこ

を強く読糸，弱く読むのか，またどこで調子を上げるのか，また下げるのかを

知っていなければ出来ないわけで，またそうするには読んでいる物の内容を理

解していないと，どこで思考のパタンがおわっているのか，どこに２つの対立

した意見があるのか等の情報がわからないわけである。それでも音読させるの

は今どの文章に目を通しているよとの信号にしかすぎない。また内容理解には

ある程度のスピードが必要とされている点，また音読することによって注意が

正しく音読しようとする事に向けられてしまうために，内容をとらえることが

困難になってしまう点を考えると，今や内容を理解するためには，音読よりは

黙読のほうがよいというのは定説とされている'2)。音読させるとすれば，内容

10）羽鳥博愛・松畑煕一（1980),ｐ､ｐ196-198.

11）…………，ｐ・ﾛ221-222.
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理解の後でチェックとしてやらせる方が論理的である。もちろん教師が内容理

解のために，模範音読するのはよい。これは発音の手本というよりも，あくま

で内容理解へのヒントになるためである。

４ 

本当の言語の運用能力がその目標言語の使用，それも学習者が本当に自分が

伝えたいことを伝えることによって開発されるなら，クラス一斉に同じ答を言

わせることなどは役にたたないわけだ。さてコミュニカテイブ・アプローチを

日本の大学の必修英語クラスでやろうとするとどうなるであろうか？５０人の

クラスで先週末にやったことを一人一人言わせるとそれだけで授業が終ってし

まう。そして１人２分の持ち時間もない。どうしたらいいのか？

またストレスの問題もある。私達も50人の前で話せといわれると平常心では

ないと思う。それに後で教師のイエスかノーかの判断や，クラスメートの自分

に対する評価がその答によって与えられるのである。答えが正しいか自信がな

かったらどうであろう？正しいと分かっていても自分の発音に自信がないと

したらどうだろう？なによりもまず，外国語，それも自分が責だ修得してい

ないコトパ，で話すこと目体がとてもストレスフルな状態であることを教師は

忘れることがある。はずかしいのである。不安なのである。私が行ったアンケ

ートでは，「英語でしゃべるのははずかしいか？」の質問には法政の学生は７７

％が'､イと答え，白梅との合計では80％の学生がハイと答えた。どうしたらい

いのか？

解決法としては１クラスの学生数を減らすことだ。アメリカ教育研究会元会

長のGeneVClassらのグループが行った研究によると，クラス・サイズと生

徒の学業成績は反相関と出ており，クラスが小さいほど生徒の成績はのびたと

いう'３１．一般科目がそうであるなら，普通の講義形式では行えない。ミュニカ

ティブ・アプローチの英語教授ではなおさらである。語学教師達は声を合わせ

て，クラス・サイズを小さくしてもらうようにたのむべきである。ところが実

際問題として来年の４月から必修英語のクラス・サイズが20人になる所は少い

と思うので，現在のクラス・サイズでどのようにやっていけばよいかを考えて

ゑたい。

12）羽鳥博愛（1982)，ｐ・’05.

13）大谷泰照（1990)，「国際理解教育」『英語教育』３９巻，第１号，４月号，ｐ、１６．
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大規模クラスでの学生の発話の機会と時間を増やし，同時に彼らのストレス

・不安を減らすにはどうしたらよいか？私はグループ活動を提案する。ペア

の時もあれば４人または６人の時もある。語学の授業では固定された机・イス

は使えない。１人ずつの机・イスでペア，あるいは４人とすぐに組めるような

教室でないといけない。ＬＬも近頃のは操作一つで坐ったままペアやグループ

に組ませることが出来る。

アンケートの中の「何人位までの前でなら英語でしゃべってもはずかしくな

いか？」の質問では次の様な結果が出た。０人（人前ではとにかくはずかし

い）が16名。１～３人が18名，４～５人が21名，６～９人が９名，１０～19人が

８名，２０人位が３名，自分のクラスサイズ（約45～50人）が10名，その他１００

人でも５００人でも大丈夫という者が２－３名いた。白梅短大の結果では，０人

が４名，１～３人が16名，４～５人が22名，６～９人が１４名，１０～１９人が６

名，２０人位が１名，自分のクラスサイズ（約35人）は大丈夫が４名いた。両方

ともだいたい同じようなカーブになっている。カーブの１番高い山が両方共４

～５人のグループになっている。つまり半数の学生が４～５人以下の人前でな

ら英語を話しても大丈夫だと思っていることになる。羽鳥達もグループの人数

は多くても６人，理想的なのは４人であると言っている'４１．

ペアはすぐ作ることが出来，またペアを２組いっしょにするとすぐ４人のグ

ループが出来る。シャイで有名な日本人の学生達もこのような小さなグループ

で作業をやらせるとよくやる。少しでも不安が減るのであろう，グループで答

えを考えさせて手をあげさせると（グループの中の１人だれでもよい)，１人

ずつやらせる時よりはるかによく手があがる。グループは学生が自主的に組ん

でも，又はお互いを全く知らない場合など教師が作ってもよい。授業ごと，学

期ごとにグループがかわってもよし，１年間同じでもよい。学生といっしょに

決めればよいことである。長期間同じグループにする時は，各グループに名前

をつけさせてグループ対抗で成績競争をしても楽しい。成績とはその日その日

の作業の結果やゲームの点数，手のあがる回数などで，あくまで学生のモーテ

ィベーションと楽しさを増すための目的であって，学期末のＡとＢとかの成績

ではない。グループ内では学生が教師になり，理解が遅れている学生を教える

こともあり（教えることは習うことである)，９０分の授業内に何回でも発言で

き，学生同志ならお互いを威嚇することも教師ほどないし，またお互い知りあ

14）羽鳥博愛・松畑煕一（1980）ｐ、２３７．
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い友達にもなれる。そして友達同志なら外国語使用の際のストレスも減る。

グループ・ワークの際学生からよく出る質問がある。１つは「お互いのブロ

ークン・ジャパニーズロイソグリッシュを聞いてなんの役にもたたないんじゃ

ないか？」で，他は「グループのメソバーが象んな出来ない学生達だったらど

うするのか？」の２つの問題である。

まず第一の問題であるが，言語は実際に使用しないと運用力は増えないとい

うこと。まず今はしゃべる機会だとわりきって話すこと。聞く方も，国際語と

しての英語をきく（イギリス人とアメリカ人だけが英語をしゃべれるわけでは

なく，インド人の英語や，日本語独得のアクセントのある英語も英語なのであ

る）訓練のチャンスだと思うこと。そしてノン・ネイティブの英語だからこそ

批判的（良い意味で）に聞けるし，また外国語を習う時に必ず通らなければな
あいまい

らない関門である「暖昧さ」（ambiguity）に対する寛容さを身につけるいい機

会でもある。

自分の発話のまちがいを正してくれる教師がいなくてはダメだのではという

が,True/Falseとか客観的に答がキチソと出るものは正解を与えるべきだが，

自然な発話の場合にまちがいをそこで教師が正してもその学生の英語にはあま

り影響を及ぼさないことがわかってきたのである'5)。それどころか，自然な発

話がまちがいを正されることで途中で中断され，発話者の考えもたち切られて

しまい，害の方が何倍も大きいのである。とすると，学生１人１人必ずしも教

師に向って発話する必要はない。（もちろんその方がベターであるが90分授業

で50人の発話をうながけことを考えている）発話の機会が倍増し，また多人数

の前で話す時の不安の減少……こちらの方のメリットの方がずっと大きいと思

う。

次の問題「出来ない学生だけのグループだったら？」はモーティベーショソ

が適切に与えられていると良いのではないか？だれだって「わかった！」と

か「出来た！」とかいう達成感を味わいたい。出来る学生に混じったから，理

解が遅れている学生がこれは良いと必ずしも感じないと思う。教授法の本の中

には，成績の良い学生と悪い学生を組み合わせてグループを作る方が良いとあ

るのもあるが，私はあくまでランダムが良いと思う。成績まで考えてグルーピ

ングすると，必ずといっていいほど出来る学生がリーダー格になって，その学

生はいいが他の遅れている学生にとってはおもしろくない。そして他のグルー

15）Krashen，StephenandTracyD,TerreU（1989)，ｐｐ、224-225.

Hosei University Repository



163 

プも染な同じ様に組まれているとわかると今度は教師の意図と評価がわかり，

学生と教師の関係がまずくなってしまう。もちろんグループ・ワークの時教師

はいすに坐っているわけではあるまい。そういう時こそ遅れている学生達のグ

ループを回り，手助けするべきである。また出来たという気持ちをいだかせる

ためにも，難しい質問は出来そうな学生（グループ）にきき，かなりやさしい

質問は遅れている学生（グループ）にきく。例えば“Howdidyougetto
schooltoday?'，とは出来る学生にはいいかも知れないが，遅れている学生に

は“Ｄｉｄｙｏｕｃｏｍｅｔｏｓｃｈｏｏｌｂｙｂｕｓ?'，とか異なったきき方できいてやるの

がやさしい。

５ 

今まで授業の内容について述べてきたが，それと同じ位重要で避けて通れな

いものがある。テスティソグ（評価）である。まずテストをなぜ行うかについ

て考えて見たい。最初に考えられることは学生に成綴をつけなくてはいけない

ということである。成績とは教師が教えたことをどれだけ習得したかの測定値

であり，学生を最上位から最下位まで点数によって順番をつけるものではな

い。上位10％がＡで，次の20％がＢ，次の40％の学生がＣをもらうなどとする

のは，学生にとってプラスにもならないしマイナスである。学生が成績をもら

って理解すべきことは，自分がクラスでどの位置にいるかということではな

く，教師が教えてくれたことをどの位自分が習得したのか，その測定結果であ

る。またその事は教師にとっても，「自分がどの位よく教える事が出来たか」

の測定結果である。「大学ではせいぜい80点以上はとらせないこと。平均点も

60点以上はよくない。やさしすぎ｡｣という意見をしばしば聞く。はたして正し

いのであろうか？私は「私がクラスで教えたことに対してテストを行い，そ

の時教えた方法でテストを受けさせる」のである。とすると，私の学生の大半

が50点を取るということは私にとって「私がよく教えなかった！」という証明

の他ないのである。

私は英語で授業を行うのでもちろんテストも英語で行う。「訳」はない。リ

スニングの授業では毎週異なったリスニング・タスクをやる。テストにも公平

にそれらの異なったリスニング・タスクを入れる。配点も１つ１つのタスクの

重要さが同じなら，１つのタスクにより大きいウエイトがかからないようにす

る。リーディングのクラスのテストも語桑や読解問題を教えた課すべてから公
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平に出す。「や主をかけて」当ったり，はずれたりというのはやはりアチープ

メント・テストの測定方法としてはおかしい。

テスト作成の場合に必ず考えに入れなければならないことは，(1)実用性，（２）

信頼性，と(3)妥当性である。実用性とはそのテストは作製にお金・時間がかか

りすぎるか，テスト時間内に終了できる量か，採点するのに時間がかかりすぎ

るかなどの現実的な状態を考え，実用的でなければいけない。信頼性とはその

テストを同じ人が二度にわたって受けた時に，同じ人の能力を測定したのであ

るから同じ（だいたい）結果が出るはずである。ところが信頼性の低いテスト

は－定性がなく，同じ被試験者でも異なった結果が出る。この信頼性はテスト

自身にも，そしてまた採点者（採的過程）にも高くあるべきである。この採点

者信頼性は特に「客観的テスト」ではなく，小論文・作文テストや，発音の正

確さのテストなどの主観的な判断採点にたよるテストでは注意すべきである。

また２人以上の採点者が主観的テストの採点を行う場合も要注意である。ブラ

ウンは「良いテストの基準として最も複雑なのはなんといっても妥当性」と言

っている'`〕・測定したいものをどの位確実に測定しているかの度合いである。

私の去年のリスニングのテストに数学の問題があり，例えば「72÷３は？」

というのをきき答をブランクに書くのである。採点の際学生の１人が計算の式

をブランクのそばに書いていたのでなにげなく見ると「72÷3」と正しいのに

答が25となっている。これを誤りとすると私は彼の「リスニングの能力」では

なくて彼の「数学の能力」を測定することになるわけである。最初からただ式

を書かせる問題にすればよかったのだ。これは完全に私の失敗作であった。

上記の私の例の様に測るべきものを測っていないテストは多いものである。

よく入試などで見られるペーパーテストによる発音問題。音節２つの単語が４

コほど並べてあって，股も強いアクセントの位極が他の単語と異なるものを一

つ選ぶようになっている。他に，次の文章で一番強く発音する語はどれか，

等点。今までに行われたテスティングの研究結果からこのような形式のテスト

の成績と実際に学生に発音させた時の成績は一致しないということは分かって

いる。言語運用活動を考えていない発音問題などナンセンスである。私の発音

のテストでは与えられた教材から学生が選んでそれをテープに各自宅で録音し

て，それを私が採点する。もちろんこの際には私はしっかりとしたクライテリ

アに基づいて採点する。

16）Brown，ＨＤ．（1983)，ｐ、２２９．
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長文読解の能力を測ろうとしているというテストでもよくその本文を読まな

くても，選択肢の中から正解がわかることがある。例えば選択肢の中の文章が

１つとびぬけて長いのがあやしい。neverとかａｌｗａｙｓなどの語が入っている

文章はたぶん正解ではないであろうｃまた選択肢の中の２つの文章が正反対の

内容だと正解はこの２つの中の１つだろうと思われる。あるいは選択肢の中に

常識にあては蓑らないものがあろばそれはすぐに正解ではないとわかる。これ

ではもう「長文」読解のテストではない。同じことは聞きとりテストの空所を

うめよタイプにもあらわれる。開かなくても前後関係からわかってしまう。

また「書き換え」という形式のがある。例としては，「Someonestolemy

pen・をｍｙｐｅｎを主語にして同じ意味になるように醤き換えなさい｡」という

のである。もし学生が答として，Ｍｙｐｅｎｉｓｍｉｓｓｉｎｇ、としたらどうであろう

か？イヤ，これはｂｅ＋過去分詞のテストだといわれるならＭｙｐｅｎｉｓ

ｇｏｎｅ、としたらどうか？あまりにも今の英語のテストではＭｙｐｅｎｉｓ

ｓｔｏｌｅｎｂｙｓｏｍｅｏｎｅ．と公式にあてはめて考えすぎるようだ。また書き換え問

題はコソテクストもないし，書き換えによって意味が変化する場合もあること

を考慮に入れず，全く。ミュニカティブ・アプローチ，そして言語活動の本質

からそれている作業だと言える。学生の自然な発話によりはじめて本当の意味

の言語習得活動になるということを知っていれば，テストで「次の日本文と同

じ意味になるように下の英語単語を並びかえよ」とか「日本文と同意になるよ

うに下の英文の空所に英単語４＝入れて完成せよ」などの問題は作れない。そ

の言語の知識のテストとしては良いかもしれないが，言語運用力の測定にはな

らないし，学生の運用能力のための学習にも役に立っていない。

語漿力は英語力の指標になることはすでに分かっていることでテストにはよ

く出されるアイテムである。しかし「次の単語の意味を日本語で書け」という

ようなコンテクストが全くない語の意味を求めることは前にも書いたように本

当の意味での言語のサンプリングではないのであり，単語がコンテクストなし

で，単独で意味を持つということはおそらくないのである。発話の中で単語は

意味を持つものであり，ただ単にｓｔｏｐの一語をとっても，「やめなさい！」

なのか「動かないで！」といっているのかわからない。それでも日本語訳を護

けというのは１語対１語訳の記憶力の測定にしかならない。

次に英語のテストに関してそれなしでは通過できない「和文英訳」と「英文

和訳」を考えてみる。またまたコンテクストがない文章がひとつポツンとおい
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てあり，これを訳せという。「私といっしょに行きますか？」という文章でも

Ｄｏｙｏｕｗａｎｔｔｏｇｏｗｉｔｈｍｅ？ 

Ｄｏｙｏｕｗａｎｔｔｏｃｏｍｅｗｉｔｈｍｅ？ 

Ｗｏｕｌｄｙｏｕｌｉｋｅｔｏｇｏ（come）ｗｉｔｈｍｅ？ 

Ｄｏｙｏｕｍｉｎｄｇｏｉｎｇ（coming）ｗｉｔｈｍｅ？ 

ＤｏｙＤｕｗａｎｔｔｏｊｏｉｎｍｅ？ 

Ｗｏｕｌｄｙｏｕｌｉｋｅｔｏｊｏｉｎｍｅ？ 

Howaboutgoing（coming）ｗｉｔｈｍｅ？ 

Ｈｏｗｄｏｙｏｕｆｅｅｌａｂｏｕｔｇｏｉｎｇ（coming）ｗｉｔｈｍｅ？ 

Ｗｏｕｌｄｙｏｕｌｉｋｅｍｅｔｏｇｏｗｉｔｈｙｏｕ？ 

等々，状況が少しずつ異なってくると言い方も変わるのである。どれが正解

なのか？そして上記だけが正解の可能性のすべてではない。こうなるともう

｢接続詞ｂｕｔを使って」とか「５＝の単語で」訳せというのは論外である。高

校生達が“notonly-butalso-，'は‘`－だけでなく－も”と定訳を

九暗記する。大学生は教師が示した模範訳というのをテスト前に暗記する。こ

れでは英語の能力を測定しているのか，日本語の能力を測定しているのか，｜ま

ては記憶力を測っているのかわからない。そしてコンテクストが全くないセン

テンスの訳なぞ出来るはずがないのである。訳のテストはその英文の文法的構

造，そして語と語との関係の知識があるか，またはそれの定訳を知っているか

だけのテストである。

テスト作成の際ももちろんだが，テスト後の結果をどう扱うか仁関して､ど

んどん新しい情報が入ってきている。使わない手はない。英語の教師と数学と

は関係なさそうに見えるし，数学がきらいで英語の方へ行ったという英語教師

もたくさんいると思う。しかしこういう事をしていないだろうか？

前期テストと後期テストの２つのテストだけで成績をつける時に２つの得点

をたして２で割って，それを１年間の成績にしていないだろうか？前期と後

期のテストの型式は同じかもしれないが困難度は２つのテストはちがっている

かもしれない。お互いの素点のままでは比較出来ないのである。そのためには

「Ｚ得点」というものを式で求め，それにもとづいて成績をつけることが出来

,，０ 
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ろ。

また私達は主観にもとづいて「読解力がある学生は醤<力もある」等と言う

ことがある。しかし，これが本当だとしても，フィーリソグだけで決めてしま

うのはあぶない。相関というものを考えて表にするなり図にしてみるとハツキ

リする。

また２つのクラスの成繊を比較する際に（同じテストを行ったとして)，平

均値だけでくらべてしまう傾向があるが，平均値だけではあまり信頼のおける
テスト結果の分析とはいえない。平均値の他に，「中央値」（測定値のちょう
どまん中の値)，「標準偏差値」（分布の状態，散分度）なども利用すべきであ

る。

また第２回目のテストの素点から第１回目のテストの素点を引き，それをそ
の学生の成績の伸び方と見て，学生間の伸びぐあいを比較することは正しくな

い。その場合には「有効度指数」というものがあり，その式にのっとり計算す
べきである。

また私達の作成するテスト自体についてももっと知ることが出来る。項目別
の困難度や弁別力指数の出し方を学び利用すれば，例えば今年行ったテストを

少し改良したい時にどの項目がむだかを示してくれる。来年のテストはもっと
良くなったテストになる。また前に述べたテストの信頼性もテストの結果から
出すことが出来る。

６ 

ここまで英語教授について思いつくままに，コミュニカテイブ・アプローチ

のすすめ，リーディング・リスニングにおける新しい考え方とその実践，大規

模クラスでの＝ミュニカティプ・アプローチの可能性，そしてテスティング
（評価）について霞いてきた。この上記の項目のどのひとつをとっても，それ
だけで本が１さつ書けるだけの重要なトピックである。そのようなトピックを

集めて２万４千字以内にまとめると本当に骨組象だけになってしまった。ここ

でもう１度私が言いたかった事をまとめると２つある。
，つば＝ミュニカティブ．アプローチのすすめである。私は文法は不要だと

言っているのではない。ノーショナル・シラパスを唱えたウィルキンズも「外
国語教育においてはいかなるアプローチも，言語形式，意味、言語使用の３つ
を公平に取り扱うべきで，いずれかが他の２つより偏重されるようなことがあ
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ってはならない｣'7）という。ただ，今までの日本における英語教育では上記の
３つが公平に取り扱われてなく，特に言語使用……言語の運用能力開発……が
あまりにも無視されていることに注意して欲しいということである。
そしてもう１つは，今からの新しい英語指導を考える時，経験や直感からだ

けでなく，科学的なベースを持った分析・研究の結果を理解した上で行く方向
を決定すべきだということである。羽鳥も「客観的なデータをふまえた上での
分析や考察がなされることが望ましい｣'8)としている。

知識や情報を有効に使えばよりよく効果的に教授することが出来るのに，そ
うしないことは教師も学生もお互いの時間と労力を無駄にしているのである。
学生の動機づけ，学習者のストレスのおさえ方，ほめ方，学生の意見のきき
方,言語教授のための機器の使用法，教授法についての新しい情報のとり入れ
方，/英語能力の測定法，新しいことが次点と明らかになってきている。誰かが
言った｡「英語教授法は科学である」と。なにを教えるかも大切だがどのよう
に教えるかも私達は習ぶべきである。
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